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第 4 章「主体性に関するアンケート調査の概要」では、リサーチクエスチョン 2 に対応
する主体性発揮の要因・条件を分析パートとなる。大学生を対象として実施した大学生活
と主体性に関するアンケートの全体像を概観し、各回答についての基本的な結果について
の解説を行っている。 
第 5 章「大学における学業と主体性の関係」は、大学における学業、すなわち授業にお
いて、友達・メンター・ロールモデルといった他者の存在によって主体的な取り組みが増
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えるかどうかについて、共分散構造分析を用いた分析、および考察を行っている。 
6章「学内課外活動と主体性の関係」は、学内課外活動、すなわち部活やサークル活動な
どにおいて、友達・メンター・ロールモデルといった他者の存在によって主体的な取り組
みが増えるかどうかについて、共分散構造分析を用いた分析、および考察を行っている。 
第 7 章「学外課外活動と主体性の関係」では、学外課外活動、すなわちアルバイトや地
域のボランティア団体等の活動において、友達・メンター・ロールモデルといった他者の
存在によって主体的な取り組みが増えるかどうかについて、共分散構造分析を用いた分析、
および考察を行っている。 
第 8 章「主体的行動が学生生活や職業観に与える影響」では、大学における学業、大学
内での課外活動、大学外での課外活動の 3 つの活動における主体的行動が、大学生活の満
足度や働くことへの意識など、学生生活の成果にどのように影響を及ぼしているのかにつ
いて共分散構造分析を用いた分析、および考察を行っている。 
第 9 章「主体性涵養プロセスに関する質的研究」では、大学生を対象として実施したイ
ンタビュー調査について、GTAによる質的研究を行い、リサーチクエスチョン 3に対応す
る主体性涵養のメカニズムに関する分析を行っている。 
第 10章「まとめと提言」は最終章で、研究のまとめおよび理論的および実践的な示唆や
提言として、大学における学生の主体性涵養のみならず、企業経営における人材育成に関
しての適用可能性についても言及している。 
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